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ラ
ウ
ン
ド
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
等
の
復

旧
業
務
を
早
急
に
実
施
す
る
た
め
、
必

要
と
な
る
経
費
を
専
決
処
分
し
た
も
の

で
す
。
経
費
の
内
訳
は
、
電
気
設
備
の

修
繕
料
が
６
６
０
万
円
、
園
内
の
清
掃

等
の
委
託
料
が
約
１
億
５
０
０
０
万
円

で
あ
り
、
財
源
は
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
を
充
て
る
も
の
で
す
。
な

お
、
全
面
的
な
復
旧
は
令
和
２
年
３
月

上
旬
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令和元年

12月12月
定例会定例会
11月22日～
　12月16日

12月定例会は11月22日から12月16日までの25日
間の会期で開かれ、市長提出議案等34件と、委員会提出
議案１件、議員提出議案３件が提出され、いずれも承認・
可決・同意しました。また、５議案に対し延べ５人が質疑
し、議案１件について２人が討論を行いました。

４日間にわたる一般質問では、19人の議員が活発な論
戦を展開しました。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
新
た
に
基
金
を
設
置

防
災
減
災
基
金
条
例
を
全
員
一
致
で
可
決

◇
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

雨
水
貯
留
管
実
施
設
計
業
務

委
託(

債
務
負
担
行
為)

業
務
の
概
要
や
設
置
場
所
等
は
。

近
年
頻
発
す
る
局
地
的
な
集
中

豪
雨
や
大
型
化
す
る
台
風
な
ど
、

下
水
道
施
設
の
整
備
水
準
を
大
き
く
超

え
る
降
雨
に
対
し
、
一
時
的
に
雨
水
等

の
排
水
を
貯
留
で
き
る
よ
う
、
雨
水
貯

留
管
を
設
置
す
る
た
め
の
実
施
設
計
を

行
う
。
設
置
場
所
は
、
市
の
緊
急
輸
送

道
路
で
あ
る
北
大
通
り
の
戸
田
駅
西
口

付
近
か
ら
笹
目
川
付
近
ま
で
の
地
下
に

設
置
す
る
予
定
。
工
事
終
了
は
令
和
６

年
度
ご
ろ
を
見
込
ん
で
い
る
。

基
金
の
活
用
方
法
は
。

都
市
整
備
、
浸
水
対
策
、
消
防
等
、

幅
広
い
事
業
の
財
源
と
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。
令
和
元
年
度
の
実

施
事
業
を
例
に
挙
げ
る
と
、
橋
梁
耐
震

補
強
や
、
小
学
校
屋
内
運
動
場
非
常
用

発
電
機
設
置
等
の
事
業
が
想
定
さ
れ
る
。

令
和
２
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
地
域

に
お
け
る
防
災
力
の
向
上
や
減
災
機
能

の
強
化
を
図
る
た
め
、
対
象
事
業
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算(

専※

決
処
分)

　

台
風
第
19
号
の
記
録
的
降
雨
に
伴

う
荒
川
第
一
調
節
池
へ
の
流
水
に
よ
り
、

彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
が
全

面
的
に
冠
水
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

園
内
に
泥
が
堆
積
す
る
な
ど
、
使
用
で

き
な
い
状
態
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
グ

◇
防
災
減
災
基
金
条
例(

新
規
条
例)

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
、
市
が
実
施
す
る
防
災・
減
災

に
関
す
る
事
業
の
資
金
に
充
て
る
こ
と

を
目
的
に
、
新
た
に
基
金
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
一
般
会
計
補
正
予

算
に
お
い
て
、
同
基
金
へ
の
積
立
金
と

し
て
５
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

A

A

▲地下に雨水貯留管が設置される予定の北大通り

▲外国人市民相談窓口が併設される予定の協働推進課

主
な
議
案

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

外
国
人
市
民
相
談
窓
口
の

設
置(

市
民
交
流
事
業)

設
置
場
所
や
相
談
体
制
等
は
。

外
国
人
が
福
祉
や
子
育
て
、
教
育

な
ど
の
申
請
手
続
き
を
不
安
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
令
和
２

年
４
月
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。
設

置
場
所
は
、
市
役
所
３
階
、
協
働
推
進

課
に
併
設
し
、
相
談
日
は
、
開
庁
日
の

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
。
相
談
体
制

は
、
相
談
員
１
人
の
常
駐
を
予
定
し
て

お
り
、
英
語
と
中
国
語
の
対
応
を
基
本

に
、
翻
訳
機
も
導
入
し
、
相
談
し
や
す

い
体
制
を
整
え
る
。

ＱA

▲彩湖・道満グリーンパークでの清掃作業

▲耐震補強工事中の山宮橋

◇
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー(

屋
内
プ
ー

ル)

の
使
用
料
改
定(

条
例
改
正)

　 

原
案
可
決（
賛
成
20 

反
対
４
）

使
用
料
を
見
直
す
べ
き

花
井　
伸
子　
議
員

改
定
案
で
は
年
間
を
通
し
て
同
一

料
金
と
な
る
ほ
か
、
改
定
前
の
安
価
な

夏
期
料
金
と
比
較
す
る
と
、
一
般・
学

生
は
３
１
０
円
の
値
上
げ
で
４
４
０
円

に
、
児
童・
生
徒
は
１
８
０
円
の
値
上

げ
で
２
２
０
円
に
な
る
。
健
康
増
進
に

よ
る
社
会
保
障
費
の
削
減
等
、
施
設
の

利
用
に
伴
う
副
次
的
効
果
を
、
社
会
全

体
の
利
益
と
し
て
捉
え
て
使
用
料
を
見

直
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

大
幅
な
値
上
げ
を
避
け
て
い
る

浅
生　
和
英　
議
員

施
設
の
建
設
費
や
維
持
改
修
費
等
か

ら
算
出
し
た
使
用
料
の
額
は
約
５
８
０

円
で
あ
っ
た
が
、
市
民
の
健
康
増
進
の

た
め
の
施
設
と
し
て
、
大
幅
な
値
上
げ

を
避
け
て
い
る
。
障
害
者
を
対
象
に
使

用
料
を
減
額
す
る
規
則
改
正
を
行
う
こ

と
な
ど
も
考
慮
す
る
と
、
改
定
案
は
受

け
入
れ
可
能
な
額
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

討　
論

反
対

賛
成

人
事
案
件

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

鷲わ
し
や谷　
三み
つ
よ
し義
氏(
再
任)

《
結
果
》　
同
意(

全
員
一
致)

◇
日
本
政
府
に
対
し
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
へ
の
一
日
も
早
い

署
名
・
批
准
を
求
め
る
請
願 

継
続
審
査
　

総務大臣感謝状を受賞
おめでとうございます

高橋　秀樹　議員

高橋秀樹議員が、地方議会の議
員として35 年の長きにわたり在職
し、地方自治の発展に顕著な功労
があったと認められたことから、令
和元年10月15日、総務大臣感謝
状を受賞されました。

請
願

※専決処分…条例改正や予算など、本来議会が決定すべきものについて、議会を招集する時間的余裕がない
場合などに限り、市長が議会に代わって決定すること。


